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集会名：（和文）国際時間生物学会議  

（英文）International Congress on Chronobiology 
開催期間：平成 24 年 10 月 3 日～10 月 7 日 
開催地：インド, ニューデリー, デリー大学 
題目：（和文）アジアにおける学生の睡眠習慣とＱＯＬの関係 

（英文）Relationship of sleep habit of Asian students to their QOL 
 
【会議の概要】 

本会議は、「第 27 回国際時間生物学会議学術大会」と「第 24 回インド時間生物学会学術会議」

の合同開催による国際会議であった。今回のテーマは、以下の通りであった。 
１. 個人や集団の発展や加齢における生体リズムを含む生活の問題点の時間的変化に関する将

来的な研究 
２. その時間的変化のメカニズムの解明 
３. 時間生物学の広い理解と教育の促進 
４. 人類における基礎と生物学・生理学・衛生学や医療科学に対する時間生物学的発見の実用的

な応用を育成 
５. 時間生物学研究者との実践者との有効的な連関 

参加国数・国名は、 29 か国（USA, UK, France, Germany, JPN, Israel, Turkey, India, Brazil, Italy, 
Spain, China, Korea etc.）に及び、参加者総数は、約 400 名であった。 
 
【研究発表の概要】  

睡眠の満足感についての国際比較は欧米と日本の比較が報告されているが、生活様式や価値観

は近いと思われる。アジア人同士の比較検討した研究は少ない。近年睡眠障害を訴える日本人は

多いが、睡眠環境は問題がないにも関わらず、睡眠に不満を持っている現状を知り、報告者は、

健康な学生を対象にタイとの日本の比較調査を行った。 
今回の研究目的は、アジアにおける睡眠の質と QOL の関係を明らかにすることである。 

日本とタイの 381 人の学生を対象として、睡眠の質を測定するピッツバーグ睡眠質問票（PSQI）、
QOL を測定する WHOQOLBREF を用いた調査を行った。 

結果として、平均就床時間は日本 6.2 時間、タイは 6.32 時間であった。PSQI のスコアは、日

本に比較してタイでは高かった。つまり、タイの方が日本に比べて睡眠が悪かった。下部ドメイ

ンである睡眠時間、睡眠困難、日中の覚醒困難でもタイの方が不良であった。しかしながら、平

均 QOL 値は日本よりタイのほうが高く、4 つのドメインともに有意にタイのほうが高かった。

睡眠の質と身体的健康の比較では、日本は相関係数が 0.5 であったのに対して、タイは 0.172 と

低値であった。この結果は、本来、睡眠が良いと QOL は高いと予想されるのに、必ずしも真で



はないことを示し、QOL は低いに関わらず、睡眠の質が高い群（タイタイプ）が存在すること

を示唆していた。この知見は我が国で今後、睡眠の問題が増えることが予想され、不眠に対する

看護介入開発の一つの突破口になると考えられた。 
質疑応答では、研究はタイと日本とで研究しているが、インドとの比較も面白いのではないか、

この要因の一番は何だと考えるかなどと問われた。また、睡眠と QOL の結果だけでなく、背景

である食事（朝食の摂取頻度）や夜の活動などの日本とタイの違いを、睡眠の質や QOL の結果

の要因としても考えられるとのご指摘をいただき、今後の研究の視野が広がった。 
 

【参加意義】 

学会は、時間生物学の基礎研究だけでなく、医学への臨床応用研究を大きな目的とした学会で

あり、様々な専門家が集まり、時間生物学に関する最新の情報、世界各国での時間生物学の現状

や課題について知ることができた。日本国内においても、睡眠の問題を抱える人は多く、さらに、

社会の 24 時間化問題と原発事故による節電対策が体内時計と直結しており（人は光をあびて生

体リズムを調節するため）、時間生物学に関する課題は多い。また、看護学からの参加はきわめ

て少なく、このような学会からの発信は上記の点から重要であると感じた。今回、体内時計のメ

カニズムやそれに伴う多くの研究を知ることができ、今後の研究に生かしていきたいと考える。 
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